
令和5年度鳥獣対策優良活動表彰

比自岐地区獣害対策協議会 事務局長：森井 博一

令和6年2月15日 於：農林水産省講堂

全戸で取り組む獣害対策
～人と自然の調和を図り、山と海の交流を活発に！～

三重県伊賀市 比自岐地区獣害対策協議会の取り組み



伊賀市

比自岐地区の概要

〔出典〕国土地理院ウェブサイト：基盤地図情報ダウンロードサービス（https://fgd.gsi.go.jp/download/menu.php）．地理院タイル，陰影起伏図（https://cyberjapandata.gsi.go.jp/xyz/hillshademap/{z}/{x}/{y}.png）

伊賀市

名張市

京都府

奈良県

滋賀県



比自岐地区獣害対策協議会

平成20年：「比自岐地区獣害対策協議会」発足

構成自治会 比自岐地区 摺見地区 岡波地区 世帯数 144 世帯

〔出典〕国土地理院ウェブサイト：地理院タイル，標準地図（https://cyberjapandata.gsi.go.jp/xyz/std/{z}/{x}/{y}.png）



防護柵設置の取り組み

平成21年から地区での研修会やアンケート調査を実施

平成21年から平成24年にかけて防護柵を設置

総距離：約1600ｍ 事業費：約2,400万円

平成21年

平成22年

平成24年

平成19年イノシシ シカ

平成24年イノシシ シカ

ない

ほとんどない

軽微

大きい

甚大

農業被害程度

三重県農業研究所調べ：集落代表者アンケート結果より



サル被害対策への取り組み

課題：追い払いを実施していたが被害は減少しなかった。

対応：農業研究所と共同し、ICTを活用した大型捕獲檻による取り組みを開始



サル被害の変化

令和4年

三重県農業研究所調べ：集落代表者アンケート結果より

平成29年

平成26年

ない

ほとんどない

軽微

大きい

甚大

サルによる農業被害程度



大型捕獲檻の運営

市民センター職員が、ホカクラウドでシカの出
没・捕獲状況を確認し、エクセルシートに入力

自動でエサ管理指示書作成
（エサを置く位置と量を指示）

当番に指示書を渡し指示書に従って当番が給餌

シカ出没状況に応じた給餌体制を構築

3集落「全世帯」参加による当番制を導入

平成29年の研究事業により大型捕獲檻とICTの活用によ るシカの捕獲を開始。



維持活動・改善活動

防草シートを用いた目隠しの設置防護柵被害カ所と補修作業



獣害対策への取り組み

研修会

集落座談会

獣害対策協議会・役員会



地域活動 ・ 地域間交流

コスモス祭り
答志島との交流

山と海との交流
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